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透 析 科 の 特 色  

様 々 な 種 類 の 病 棟 を 保 有 す る 当 院 の 特 徴 を 活 か し 、 透 析 療 法 と

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 両 立 が 可 能 な 施 設 で す 。  

透 析 療 法 と は  

腎臓は、血液をろ過して尿を作り、老廃物や余

分な水分などを体の外に排泄する役割を担っ

ています。腎臓の機能が低下すると、体内から

老廃物が排泄されなくなり命に関わります。そこ

で、血液を体外に取り出し、ダイアライザー（人

工腎臓）と呼ばれる特殊フィルターの中で血液

中の老廃物や水分を除去し、きれいになった血

液を体内に戻す治療（血液透析）を行います。

通常、１回４時間の治療を週３回行います。  

1.  透析＋回復期リハビリテーション病棟  

2 .  透析＋医療療養病棟  

3 .  帰省や旅行滞在中の一時的な対応  

4 .  6 床 2クールの小規模で手厚く対応  



 明けましておめでとうございます。  

皆様におかれましては本年を健やかにお迎えのことと存じます。  

昨年を振り返りますと、3年以上に亘る感染症対策を続ける日々から、少しずつ以

前のような日常生活を取り戻し、互いに顔をあわせてコミュニケーションを取る機

会も増えてきたと感じます。当院でも４年ぶりに新入職員歓迎会や親睦会を開催

し、職員同士の交流を図る機会を持つことが出来ました。  

 世界では、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が依然として続き、まもなく２

年が経とうとしています。市民をも巻き込んだこの侵攻は、世界情勢にも大きな影響を与え、エネル

ギー価格や食料価格の上昇など私たちの生活にも大きな影響を与えている事はご存知の通りです。さ

らに、イスラエル・パレスチナ情勢も緊迫の度合いを増しています。これ以上犠牲者が増えることな

く１日でも早く平穏な日々が訪れることを願って止みません。 

 スポーツの分野では、アメリカメジャーリーグにて大谷翔平選手がホームラン王に輝きました。大

リーグ史上日本選手初、アジア出身選手としても初という大きな快挙を成し遂げられました。WBCで

の侍JAPAN優勝に続く大谷選手の活躍は日本中を白熱させました。今年の夏には、花の都パリでオリ

ンピックが開催されます。開会式では、セーヌ川の水上で選手たちのパレードが実施されるようで

す。歴史ある名所の多いパリでの開催と、選手たちの活躍に期待が高まります。 

 さて、当院では本年も皆様に、より一層質の高い、安全な医療を提供させていただけますよう、職

員一同努めてまいります。皆様のあたたかいご支援とご助言を心よりお願い申し上げます。 

 年頭にあたり、皆様のご健勝とご発展を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。  

年頭のご挨拶  和田病院  病院長  伊藤 康司  

満足度調査結果のご報告  
 当院ではサービスの改善や質の向上に活かすため、患者さんを対象とした満足度調査を実施

しています。今回は2023 年4月～6月に入院患者さんを対象に行なった満足度調査結果（回

答数170件）の一部をご報告します。  

Q1 
職員の接遇、言葉遣いについてお尋

ねします。  
Q2 訴えをよく聞いてくれましたか？  

満足度調査の結果や患者さんより頂いたご意見を元に改善に取り組み今後も安心して入院して

頂ける病院づくりに努めてまいります。  



地域包括ケア病棟のご紹介  

 2023 年 10月 25日、 「 施 設 で 行 う エ ン ゼ ル ケ ア」

を テ ー マ に 日 向 市 内 の 介 護 付 有 料 老 人 ホ ー ム に て

研 修 会 を 開 催 し ま し た 。研 修 会 で は 、当 院 の 地 域

包 括 ケ ア 病 棟 の 看 護 師 が 日 頃 の 経 験 を 踏 ま え な が

ら エ ン ゼ ル ケ ア の 目 的 や 実 際 に つ い て お 話 を さ せ

て 頂 き ま し た。 今 回 受 講 さ れ た 施 設 職 員 の 皆 さ ん

か ら は 、『初 め て エ ン ゼ ル ケ ア の 内 容 を 知 っ

た。』 『施 設 で も 取 り 組 ん で い き た い。 』な ど の

感 想 を 頂 き、情 報 交 換 も 活 発 に 行 わ れ、 当 院 に

とって も有 意義な 時間 になり まし た。  

 当 院 は こ の よ う な 研 修 会 等 様 々 な 活 動 を 通 し、

関 係 機 関 と 顔 が 見 え る 関 係 を 築 き、 連 携 強 化 を 深

め る と 共 に、 地 域 に 開 か れ た 病 院 と し て 地 域 の 皆

さ ま の 健 康 促 進 や 医 療 の 発 展 に 貢 献 で き る よ う 努

めてま いり ます。  

 研 修 会 の 企 画・ 開 催 等 地 域 活 動 へ の ご 要 望 や お

問い合 わせ は、地 域連 携室ま でご 連絡く ださ い。  

エ ン ゼ ル ケ ア と は 、 亡 く な ら れ た 方

が 人 生 の 最 期 を そ の 人 ら し く 迎 え ら れ

る よ う 、 ま た 少 し で も 生 前 に 近 い 状 態

で 大 切 な 方 と お 別 れ が 出 来 る よ う に

故 人 に 代 わ っ て 身 だ し な み を 整 え る

な ど の ケ ア を 行 う こ と や 、 大 切 な 人 を

亡 く さ れ た ご 家 族 の 心 の ケ ア の こ と を

言 い ま す 。  

治療から在宅まで切れ目のない医療を提供しています  

2 0 2 2年度   地域包括ケア病棟入院数  

肺炎、尿路感染、消化器系疾患、がんなど内科疾患  215名  

脳卒中、慢性硬膜下血腫、水頭症など脳神経外科疾患  78名  

鼠径ヘルニア、S状結腸軸捻転など外科疾患 37名  

腰胸椎圧迫骨折、大腿骨術後のリハビリなど整形外科疾患  14名  

退 院 先  

 病気 や怪 我で集 中的 な治療 を終 えた患 者さ んの中 には リハビ リや 介護が 必要 になり 、直 ぐに自 宅

や施設 へ退 院する 事が 難しい 方も いらっ しゃ います 。地 域包括 ケア 病棟は 、そ のよう な患 者さん が

安全に 元の 生活に 戻れ るよう 、定 められ た入 院期間 で多 職種と 連携 しなが ら病 状に応 じた リハビ リ

テーシ ョン の提供 や家 族への 介護 技術の 指導 、介護 及び 福祉サ ービ スの利 用に 向けた 調整 など、 退

院に向 けた 準備を 行う 病棟で す。 様々な 疾患 で入院 され る患者 さん がいま すが 、その 他、 自宅や 施

設で過 ごさ れてい る患 者さん が、 一時的 に入 院が必 要に なった 場合 の受け 入れ 病棟と して の役割 や

在宅看 取り に対す る支 援にも 積極 的に取 り組 んでい ます 。  

施設で行うエンゼルケア  



医療法人 誠和会 和 田 病 院 

関 連 施 設 

  ◆介護老人保健施設  メディケア盛年館 
    TEL：（０９８２）５３－８７８８ FAX：（０９８２）５３－８７８０ 

  ◆和田病院指定居宅介護支援事業所 
    TEL：（０９８２）５５－９０３５ FAX：（０９８２）５５－９０３６ 

〒８８３－００５１ 宮崎県日向市向江町１丁目１９６－１ 

（０９８２）５２－００１１  

FAX：（０９８２）５４－１０１２  

日本医療機能評価機構 認定病院  

病院が備えているべき機能について、第三者機関の専門調査者チームによる

「病院機能評価」審査を経て、一定の水準を満たした病院が認定されます。 

外来フロアに「患者相談窓口」を設置し

ております。病気に関することや生活上

での困りごと、病院へのご意見等、様々

なご相談に対応いたします。  

 

診 療 科  月 火 水 木 金 土 

内 科  

午前  
出先 亮介 

堀之内 寿人 

伊藤 康司 

堀之内 寿人 

松田 基弘 

大園 芳範 
伊藤 桂代子 

出先 亮介 

堀之内 寿人  

大学医師または 

非常勤医師 

午後  伊藤 康司 
出先 亮介 

大園 芳範 

松田 基弘 

大園 芳範 
出先 亮介  秋月 渓一 -  

外 科  
午前 - 和田 徹也 - 和田 徹也 - 

大学医師または 

非常勤医師 

午後 - - - 大学医師 - - 

脳 神 経 外 科   
午前 

二見 宗智 

藤田 摩美 
藤田 摩美 

二見 宗智 

藤田 摩美 

二見 宗智 

藤田 摩美 
二見 宗智 大学医師 

午後 藤田 摩美 藤田 摩美 藤田 摩美 藤田 摩美 - - 

泌 尿 器 科  
午前 - - - - - - 

午後 - 福井 淳一 - 福井 淳一 - - 

専 門 外 来  
肝   臓 ・ ・ ・ 大園 芳範 水曜日【午前/午後】 *第2火曜日【午後】 

膠 原 病 ・ ・ ・ 松田 基弘 水曜日【午前/午後】 

血   液 ・ ・ ・ 秋月 渓一 金曜日【午後】  

平日   8時30分 ～ 17時  

土曜    9時～12時  

外来診療担当表  

 

 ■月～金曜日 

    午前  8:30 ～12:00（受付  11:30まで） 

    午後 13:30～17:00（受付  16:30まで） 

 ■土曜日（第2・4土曜は休診） 

  午前  9:00～12:00（受付  11:30まで） 

救急の方は電話にてお問い合わせください 

* 

基  本  理  念  「個人の尊厳と人間愛に基づく医療を目指す」  
 

基  本  方  針  

１．日向入郷医療圏において、救急医療、災害医療、脳卒中を中心とした安

全で質の高い医療の提供に努めます  

２．チーム医療を推進し、患者様が安心して療養生活ができる療養環境を提

供します  

３．地域住民の健康増進と疾病予防に寄与します  

４．医療安全対策、個人情報保護に努めます  

５．患者様の個別性を尊重し、患者様中心の医療を提供します  

６．働きやすくやりがいの持てる職場環境作りに努めます  
ご相談の際は上記時間帯に相談室へお越しいただ

くか受付・当院職員へお声かけください。  


